
■ ご芳志ありがとうございました。
■恩納村社会福祉協議会への寄付者
一般寄付
●ＯＩＳＴ職員 様 ……… １万５千円

■ 組織の力で中小企業を活性化！！
　 ~中小企業組合制度について~
主な組合設立のメリット
①取引条件の改善、販売促進、資金調達の円滑化、情報・
　技術・人材・マーケティング等の充実、生産性の向上等
　により経営の近代化・合理化を図ることができます。
②沖縄県では中小企業組合のための県単融資制度
　（組織強化育成資金）を設けており、低利で融資を受け
　ることができます。
③中小企業者の個々の意見や要望事項を組合でまとめ
　ることにより国等の施策に反映させることができる
　とともに、組合を通じてより多くの中小企業施策を
　利用することが可能になります。
●組合を設立したいと考えている方は、お気軽にご相談
　ください。
沖縄県中小企業団体中央会
860-2525
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■ 全国地域安全運動
１０月１１日～２０日
●全国重点
•子供と女性の犯罪被害防止
•特殊詐欺の被害防止
●地域重点
•アルコール関連犯罪の防止
石川警察署・石川地区防犯協会

■ 税務署から事業者の皆さまへ
「インボイス制度」～申請受付始まっています～
　令和５年１０月１日から適格請求書等保存方式（イン
ボイス制度）が開始されます。
　消費税の仕入税額控除を受けるためには、適格請求
書（インボイス）の保存が必要です。「適格請求書発行
事業者」になるためには、登録申請書を税務署に提出
し税務署長の登録を受ける必要があります。
　インボイス制度に関するご質問やご相談は、軽減・
インボイスコールセンターまたは名護税務署へ！
軽減・インボイスコールセンター
0120-205-533（無料）
受付時間9:00～17:00 土日、祝日を除く

インボイス
特設サイト

名護税務署 0980-52-2920

乗るなら確認「自賠責」お忘れなく！
　交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるものの、令和３年の事故発生件数は約３１万件、死傷者数は
約３６万人と国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。
　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。
　自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台ごとに加入が義務づけられており、加害者の賠償責任を
担保することで、被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害者の救済を目的としています。
　一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・
認識することがとても大切です。

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、自動車損害賠償保障法に
基づき、原動機付自転車を含むすべての自動車に加入が義務づけられており、自賠責保険・共済なしで運行
することは法令違反ですのでご注意ください。

■ １０月１日は「浄化槽の日」
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